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L バ ンド 合成 開口 レー ダ を 搭載 し 、 災 害 発生 
て 時 の 状況 把握 や 森林 伐採 の 監視 、 オ ホー ツク 
海 や 極 域 の 海水 観測 な ど に 貢献 する こと が 期 
待 さ れ て いま す 。 和 観測 画像 の 解説 ペー ジ で その 精度 を ご 覧 
くだ さい 。 そ し て 皆さま お 待ち か ね 、 若 田 光一 宇宙 飛行 士 
の 地球 帰還 後 初 の イン タビ ュー を お 届け し ます 。 ク ルー や 
地上 管制 局 と 密 に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取り 、 ど の よう な 
成果 を 挙げ けた の か 、 約 6 カ 月 の 長期 滞在 を 振り 返り まし た 。 
きる て 、 千葉 県 の 幕 張 メッ セ で 「 宇 宙 博 2014 一 NASA・ 
JAXA の 挑戦 ] が 開催 中 で す 。 JAXA の 展示 ブー ス 
に は 「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 の 実物 大 モデ ル 
や 、 小惑星 探査 機 「 は や ぶさ 」 が 持ち 帰 
っ た イト カワ の 微粒 子 な ど が 展示 
され 、 日 本 の 宇宙 開発 の 最前 線 に 
触れ る こと が で きま す 。 本 誌 8 一 
11 ペ ー ジ で 展示 の 様子 を ご 紹 
介し て いま す の で 見 学 の 参考 に 
し て いた だ き 、 ご 来場 を ぉ 待ち 
し て お り ま す 。 


9 いち 2 号 ] の 初 観測 画像 が 公開 に な り ま し た 。 
加 嘆 


JAXA's で は 、 
JAXA が 取り 組む 3 つの 分 野 で の 活動 を 
ご 紹介 し て いき ます 。 
訓 安心 ・ 安 全 な 社会 を 目指 す 「 安 全 保障 ・ 防 災 」 
外 宇宙 技術 を 通し て 日 本 の 産業 に 貢献 する 「 産 業 振興 」 
回 宇宙 の 謎 や 人 類 の 活動 領域 の 拡大 に 挑む 
「 フ ロン ティ ア へ の 挑戦 ] で す 。 


安全 保障 
防災 


フロ ンティア 
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AXAS 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


ONTENT 戸 


堅 還 
「 だ いち 2 号 」 初 画像 を 公開 ! 


若田 宇宙 飛行 イン タビ ュー 
「 チ ー ム の 信頼 を 得 て 、 
ー 体 と な っ て 仕事 が で きた 」 


若田 光一 宇宙 飛行 寺 


新 事業 促進 セン ター の 取り 組み 
冷却 ベス ト か ら 塗 る 断熱 材 まで 
宇宙 技術 で 実現 し ます 。 

小川 眞司 新 事業 促進 セン ター セン ター 長 

青柳 地 同 産業 促進 クレープ グル ー プ 長 

二俣 亮介 同 - 新 事業 グ クレープ グルー プ 長 


アポ ロ 世 代 か ら は や ぶさ 世代 まで 
「 宇 宙 博 2014」 へ よう こそ ! 


月 の 裏側 で 探る 
月 誕生 の 舞台 裏 


大 竹 真紀 子 宇 軸 科 学研 究 所 太陽 系 科学 研究 系 助教 


月 の 砂漠 に オア ンス を 
越 夜 の 技術 と 戦略 


月 星 探査 プロ グラ ム グ ルー プ 研究 開発 室 室長 
星野 健 


飛行 状況 再現 、 乱 気流 検知 、 着 水防 上 
現場 の 声 が 
空 の 安全 を 生み 出す 


中 島 徳 顕 


日 本 航空 株 式 会 社 安全 推進 本 部 安全 企画 グル ー プ マネ ジャ ー 
岡島 泰彦 同調 査 役 機長 
宮地 秀明 同 . 主 査 役 機長 
蔵 橋 隆 志 同調 査 役 機長 


宇宙 広報 レポ ボー ト 


「 宇 宙 博 2014」 開 幕 ! 


阪本 成一 宇宙 科学 研究 所 教授 宇宙 科学 広報 普及 主幹 


JAXA 最 前 線 


NEWS 
夏休み は 宇宙 で 過ごそ う 
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(A) は 表紙 に 掲載 し た 富士 山 周辺 の 画 
像 で す 。2014 年 6 月 20 日 22 時 56 分 ご ろ 
に 、PALSAR-2 の 高 分 解 能 モー ド ( 約 
3m 分 解 能 ) に よっ て 得 ら れ ま し た 。 観 
測 か ら 得 られ た 偏 波 の デー タ を 用 いて 
疑似 的 に カラ ー 化 され て お り 、 大 ま か 
に 緑色 が 植生 、 明 る い 紫 色 や 黄 緑色 が 
市 街 地 、 暗 い 紫 は 裸 地 を 表し て いま す 。 
(B) は 、 こ の 画像 の 富士 山頂 付近 を 拡 
大 し た も の で 、(C) の 「 だ いち 」 搭載 の 
PALSAR の 画像 と 比較 する と 、 富 士 山 
頂 に つなが る 道路 や 火口 の 様子 が よく 
分 か り ま す 。 


2014 年 5 月 24 日 に 打ち 上 上げ られ た 陸 域 観測 技術 衛星 2 号 
[だ いち 2 号 」 か ら 、 初 の 観測 画像 が 届き まし た 。 

L バ ンド 合成 開 ロ レー ダ (PALsAR-2*) に より 、 前 号機 の 

「 だ いち 」 と 比べ 、 よ り 精 密 に 地表 の 様子 を 捉え る こと が 
可能 に な り ま し た 。 一 般 利 用 者 へ の 提供 は 

11 月 下旬 を 予定 し て いま す 。 


右 は 、2014 年 6 月 20 日 22 時 54 分 ご ろ 、 
PALSAR-2 の 高 分 解 能 モー ド で 得 ら 軸 
れ た 西 之 島 周 辺 の 画像 で す 。 同年 2 月 4 

日 に 航空 機 に 搭載 し た L バ ンド 合成 開 

ロレ ー ダ (Pi-SAR-L2) で 観測 し た 画像 し 
( 左 ) と 比較 する と 、 約 4 カ月 半 で 島 の 面 

積 が 拡大 し て いる こと が 分 か り ま す 。 こ 

の 観測 が 行わ れ た の は 夜間 で す が 、| だ 

いち 2 号 ]| は 昼夜 や 天候 に か か わら ず 、 噴 

煙 も 透過 し て 地表 の 観測 が 可能 で す 。 


2014 年 6 月 19 日 午前 11 時 43 分 ご ろ に 、 
償 PALSAR-2 の 高 分 解 能 モー ド で 得 られ 
た 伊豆 大 島 周辺 の 画像 を 拡大 し 、| だ 
いち 」 で 得 た 標高 デー タ を 用 いて 鳥 央 
図表 示し まし た (擬似 的 に カラ ー 化 ) 。 


以 
| 2013 年 10 月 の 台風 26 号 の 大 雨 に よる 


大 規模 な 土砂 明 れ の 跡 は 、 約 8 カ月 経 
過 し た 後 で も 見 る こと が で き ( 点 線 の 
中 の 暗く 見 える 場所 ) 、 ま だ 植生 が 回 復 
し て いな いと 考え られ ます 。 


Pi-SAR-L2 PALSAR-2 


ご ※PALSAR-2 は 、 地殻 変動 や 地球 環境 の 監視 に 適し た L バ ンド の 周波 数 を 用 いた 衛星 搭載 の 合成 開口 レー ダ と し て は 世界 唯一 の も の で 、 昼夜 や 天候 に よら ず 地 表 の 画像 を 取得 する こと が で きま す 。 
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で (実物 ) な ど 約 500 点 が 展示 され て いま す 。 こ れ か ら 足 を 運 ぼう と いう 
た め に 、 ほ ん の 一 部 で す が 見 どこ ろ を ご 紹介 。 宇 宙 へ 憧れ た 「 ア 
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日 本 の 宇宙 開発 の 足跡 

系 川 英夫 博士 に よっ て ペン シル ロケ ッ ト 
の 発射 実験 が 行わ れ て か ら 半 世 紀 、 日 
本 の 宇宙 開発 は 目覚 まし い 発展 を 遂 
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飛行 状況 を 動画 で 再現 で きる (画像 提供 :JAL) 
下 : ド ッ プ ラー ライ ダー で 前 方 ! 
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ティ ング に よっ て 水 が は 


機体 主 畑 の 着 氷 例 (上 @NASA) 


じ か れ て いる 様子 ( 下 


と 、 特 殊 な 
※2 照射 し た レー ザー の 反射 光 か ら 、 波 長 変化 に よっ て 対象 物 の 位置 な ど を 検出 する 装置 


※1 Quick Access Recorder。 長 時 間 に わ た っ て さま ざま な 飛行 デー タ を 記録 する 装置 。 


用 


実物 や 模型 で 宇宙 開発 の 歴史 を た どる 


NASA の 展示 は 実物 大 模型 が 中 心 で 、 米 ソ 冷戦 体制 
下 で 技術 力 の 象徴 と し て 急 ピッ チ で 進め られ た 宇宙 開 
発 に つい て 、 特 に 有人 宇宙 開発 に 重点 を 置い て 展示 し 
て あり ます 。 ア ポロ 17 号 の 司令 船 (実物 大 模型 ) と パ 
ラ シ ュ ー ト (実物 ) 、 月 着陸 船 の コッ ク ピ ッ ト (実物 大 
模型 ) 、 月 面 車 (実物 大 模型 ) な どの アポ ロ 計 画 関連 や 
スペ ー ス シャ トル の コッ ク ピ ッ ト 部 分 (実物 大 模型 ) 
な ど 、 ど れ も 大 きく 見 応え が あり ます 。 

も ちろ ん NASA の 展示 な の で 紹介 の 仕方 も アメ リ 
カ 寄 り と な り ま す が 、 ロ ケッ ト 理 論 の 確立 に 始ま り 、 
人 工 衛星 の 打ち 上 げ 、 動 物 を 乗せ て の 宇宙 飛行 、 地 球 
重力 圏 の 離脱 、 月 面 へ の 衝突 、 月 の 裏側 の 撮影 、 有 人 
宇宙 飛行 、 宇 宙 遊 泳 、 月 面 へ の 軟着陸 、 無 人 月 サン プ 
ルリ ター ン 、 月 面 探査 車 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 建設 な 
ど は どれ も 旧 ソ 連 が 先行 し て いた こと は 忘れ て は いけ 
ませ ん し 、 同 様 に 尊敬 され る べき こと で す 。 

火星 探査 の コー ナー も あり 、 現 在 火星 で 探査 を 行っ 
て いる 「 キ ュ リ オシ ティ 」 の 精巧 な 実物 大 模型 が 展示 
され て いま す 。 

一 方 、 今 回 の 日 本 で の 公開 に 合わ せ て 新規 に 作製 し 
た JAXA の 展示 部 分 は 対極 的 で す 。 例え ば 歴史 の コー 
ナー を 構成 する ペン シル ロケ ッ ト (実物 ) や ベビ ー ロ 
ケッ ト (実物 ) 、 L-4S5 ロ ケッ ト 6 号 機 部 品 (実物 ) な ど 
は どれ も 小さ な も の で す が 、 低 予算 か つ 軍 事 技術 と 一 
線 を 画 し な が ら 進 め ら れ て きた 日 本 の 宇宙 開発 を 象徴 
し て いま す 。 L-4S ロ ケッ ト 5 号 機 で 日 本 初 の 人 工 衛星 
「 お お すみ ] が 打ち 上 げ ら れ た の が 1970 年 2 月 11 日 。 
ペン シル ロケ ッ ト か ら 15 年 後 、 そ し て アポ ロ 11 号 に 
よる 有人 の 月 往復 か ら 遅 れる こと 約 半年 後 の こ と で し 
た 。 そ し て その さら に 15 年 後 の 1985 年 に 日 本 は 、 旧 
ン 連 (Vega 1、2)、 ヨ ー ロ ッ パ (Giotto) 、 ア メリ カ 
(ICE と 1986 年 の チャ レン ジャ ー 事 故に より 失わ れ 
た Spartan Halley) に 交じっ て 「 さ き が け 」|「 す いせ 
い 」 で ハレ ー 彗 星 の 国 際 共 同 観測 に 加わ る こと に な る 
の で す 。 こ の 取り 組み は さら に 1998 年 打ち 上 げ の 火 
星 探査 機 「| の ぞ み 」 を 経て 、2003 年 打ち 上 げ の 小惑星 
探査 機 | は や ぶさ 」 へ と つなが っ て いき ます 。 


往 病 機 や 月 面 基 地 な ど 将 来 構想 も 


会 場 に は 、 ふ だ ん JAXA 相模 原 キ ャ ン パ スズ 展示 室 に 
飾ら れ て いる 「 は や ぶさ 」 と 、 向かい の 相模 原市 立 博物 
館 に 展示 され て いる 「 の ぞ み 」 の 、 構造 モデ ル を ベー ス 
に 作ら れ た 実物 大 模型 が 、 お 色直し され て 展示 され て 
いま す 。 一 般 的 に 失敗 と 語ら れる こと の 多い 「 の ぞ み ] 
は 、「 は や ぶさ 」 の 成功 に つなが る 大 き な 教 訓 を 遺し て 
お り 、 こ れ ら が 並ん で 展示 され る の は 初め て の こと で 
す 。「 は や ぶさ 」 が 持ち 帰っ た 小惑星 イト カワ の 微粒 子 
も 展示 され て いま す 。 

その 他 に も 世界 初 の 小型 ソー ラー 電力 セイ ル 実 証 機 
「IKAROS」 の 帆 (実物 ) や 、 初 公開 と な る ベビ ピコ ロン 
ボ 計 画 で の 水星 磁気 圏 探査 機 「MMO」 の 熱 構造 モデ 
ル 、 各 種 の 天文 観測 衛星 の 模型 な ど 、 日 本 の 宇宙 科学 


「 フ ァ ン ! ファ ン ! JAXA ! 」 で も 展示 レポ ー ト を 掲載 し て いま す 。http://fanfun.jaxa.jp/ 
実物 大 の 「 き ぼう 」 模 型 の 窓辺 で 宇宙 飛行 士気 分 を 満喫 中 の ホシ モ 


字 宙 博 2014 
開幕 / 


「 宇 宙 博 2014ー- NASA・JAXA の 挑戦 」 は 、 

世界 各国 を 巡回 し て いる NASA 公 認 の 展覧 会 

"NASA A HUMAN ADVENTURE" を アジ ア で 初め て 開催 する も の で 、 
JAXA も 共催 し て 幕張 メッ セ の 国際 展示 場 で 開か れ て いま す 。 


の 歴史 や 現状 が 概観 で きま す 。 

JAXA 展 示 の も う 一 つの 目玉 は 「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 
の 実物 大 模型 で 、 国 際 協 力 に よる 宇宙 開発 を 象徴 する 
展示 と な っ て いま す 。 そ の 他 に も LE-7 や LE-7A エ ン 
ジン (実物 ) や 、 イプ シロ ン ロ ケ ッ ト の サブ サイ ズ モ ー 
ター (地上 燃焼 試験 済み の 実物 ) 、 再 使用 ロケ ッ ト ( 飛 
行 可能 な 実物 ) な ど 、 ロ ケッ ト 系 の 展示 も 盛り だ くさ 
ん で す 。 

宇宙 開発 と は 別に 宇宙 の 研究 に 関す る コー ナー も あ 
り 、 国 立 天文 台 か ら は チリ の アタ カマ 高地 で 本 格 運用 
を 開始 し た アタ カマ 大 型 ミ リ 波 サブ ミリ 波 和 干渉 計 
(ALMA) や ハワイ の マウ ナ ケ ア 山 に 建設 予定 の TMT 
望遠 鏡 な ど に 関連 する 展示 が 、 ま た 国立 極地 研究 所 か 
ら は 月 や 火星 か ら 飛 来 し 南極 に 落下 し た 貴重 な 隅 石 が 
展示 され て いま す 。 

最後 の コー ナー は 「 未 来 の 宇宙 開発 エリ ア ] で 、 
JAXA は 宇宙 か ら の 太陽 光 発電 構想 や デブ リ 除 去 衛星 
の 紹介 を し て いま す 。 そ の 他 、 民 間 主 導 の 将来 構想 と 
し て まもなく 実現 され る 見 通し の 、 民 間 に よ る サブ オ SAKAMOTO Seiichi 
ー ビ タ ル 宇 宙 旅 行 の た め の 往 滞 機 や 、 民 間 の 宇宙 ステ  〒 軍 科学 本 究 所 教授 宇宙 科学 

広報 ・ 普 及 主幹 
ーション 、 宇 宙 エ レベ ー タ ー、 月 面 基地 構想 な ど が 展 国立 天文 合 など が 運用 する アタ 
示さ れ 今 後に 期待 が か か り ま す 。 カマ 大 型 ミリ 波 サ ブ ミ リ 波 干渉 

あり が た いこ と に 多く の メデ ィ ア に も 取り 上 げ ら に 了 
れ 、 私 自身 も NHK ラ ジオ 第 1 放送 の [子ども 科学 電話 務 ) の 教授 と し て 異動 する こと に 
相談 ] や ニコ ニコ 生放送 に 現地 か ら 出 演 し た り と 、 協 し 
力 し て いま す 。 今回 の 機会 を お 見 逃し な く ! と う ご ざ いま し た ] 
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元旦 に 「 き ぽう] 日 本 実験 棟 で 書い た 
書初め を 手 に する 若田 宇宙 飛行 士 
画像 :JAXA/NASA 
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副 委 員 長 上 垣内 茂樹 

委員 阪本 成一 町田 茂 / 寺 門 和夫 
顧問 山根 一 引 
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向 や 行 "ニレ し 数 し 
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立 寺 機 地 ョ ワダ 流 E 
を ym よる | ある 所 
ら あ イィ と この クッ て MM 
れ の | 隔 向 形 プ ミ O 
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今年 の 夏 は 宇宙 
関連 の 1 イベ ント が 
目白 押し で 、 宇 宙 
を 満喫 する に は と て 
も いい 催し が た くさ 
ん 開催 る れ ま す 。 宇宙 開発 を 歴史 か 
ら 将 来 ま で が っ ちり 見 る に は 「 宇 宙 博 
2014」、 宇 宙 の 仕事 を 体験 する に は 
「 カン ドゥ ッ ー・ ス ペー スモ セン ター」 、 宇 
宙 か ら 見 た きれ いな 地球 を 体験 する 
に は 「TeNQ]」 、 芸 術 的 な 感動 を 求 
め る の な ら 6 ば 東京 都 現 代 美 術 館 を 
訪れ て くだ さい 。 そし て 、 若 田 宇 宙 飛 
行 士 の ISS 船 長 と し て の 体験 も 国内 
各地 の 報告 会 で 聞く こと が で きま す 。 
また 、 女性 の 活躍 が 日 本 経済 の 発 
展 の た め に 期待 きれ て いる な か 、 宇 


ゞ さ ざ 里 源 汎 弄 末 の さき 難 時 rr X 


若田 宇宙 飛行 士 
地球 帰還 後 
本 へ 初め て 帰国 


年 5 月 14 日 に 、 約 半 年 間 の 長 
期 滞在 を 経て 地球 に 帰還 し た 若田 
光一 宇宙 飛行 士 は 、 米 国 や ロシア 
で の 各種 デブ リー フィ ング な ど に 
参加 し た 後 、7 月 27 日 に 日 本 へ 一 
時 帰国 し まし た 。 今後 は 表敬 訪問 
や ゃ 一般 向 け の 帰国 報告 会 を 予定 し 
て いま す 。 


人 @ 帰 国 報 告 会 開催 地 の ご 案内 
hfp://iss.jaxa.jp/1opi/2014/07/140704_ 
brieing_venue.html 
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宙 飛 行 士 と し て だ け で は な がく 宇宙 医 
学研 究 の 発展 の た め に 活躍 し て い 
る 向井 千秋 宇宙 飛行 士 で す が 、 ア 
ジア の 女性 と し て 初め て スペ ー ス シャ 
トル に 搭乗 し 宇宙 実験 を 行っ て か ら 、 
今年 の 夏 で ちょ うど 20 周 年 と な り ま し 
た 。 20 年 前 の その と き 、 私 は NASA 
の 地上 管制 所 か ら 向 井 宇宙 飛行 
士 や NASA の 宇宙 飛行 士 が スペ ー 
スシ ャ トル の 中 で 行っ て いる 実験 を 見 
守っ て いた こと を 、 今 、 懐 か し く 思い 出 
し て いま す 。 (広報 部 長 上 垣内 茂樹 ) 


念 内 容 に つい て の ご 意見 : お 問い 合わ せ 先 
JAXA 広 報 部 (proffice@jaxa.jp) 
https://ssl.tksc.jaxa.jD/SDpace/ 
inquiries/index_j.html 


夏休み は 宇宙 で 過ごそ う 


本 誌 で ご 紹介 し て いる 「 宇 宙 博 2014] (8 二 11 ペ ー ジ 、18 ペ ー ジ ) 以外 に も 、 
今年 の 夏 は JAXA が 協力 する 展示 や イベ ント が 盛り だ くさ ん 。 夏休み を 利用 し て ぜひ ご 来場 いた だ き 、 
アー ト か ら 打 ち 上 げ 体 験 まで 、 多 彩 な 宇宙 を お 楽し みく だ さい 。 


JAXA が 実施 し た 「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 で の 芸術 実験 を 
は じ め と する アー トイ ンス タレ ーション 、 人 工 衛星 や 
ロケ ッ ト の 部 品 ( フ ェアリング ) な どの 宇宙 領域 資料 、 
宇宙 に 関わ る 文学 、 マ ン ガ や アニ メー ショ ン な どの 
エン ター テイ ン メ ント 領域 、 参 加 体験 型 作 品 の 展示 や 
トー ク & イ ベン ト を 通じ て 宇宙 を 体験 で きま す 。 


お 仕事 体験 テー マ パ ー ク 「 カ ンド ゥ ー」 に 、JAXA 全 面 協 
力 の 「 カ ンド ゥ ウー・ ス ペー ス セ ンタ ー」 が 2014 年 6 月 1 日 
に オー プン し まし た 。 キッ ズ ク ル ー の ミッ ショ ン は 、 国 
際 宇 宙 ス テー ショ ン に 向け て 、 補 給 船 [こう の と り 」 を 
乗せ た H-IB ロ ケッ ト を 打ち 上 げ る こと 。6 名 1 組 と な 
り 、 チ ー ム ワー ク で ミッ ショ ン を 成功 に 導き ます 。 


2014 年 7 月 8 日 、 東 京 ド ー ム シテ ィ に オー プン し た 宇 
宙 ミ ュー ジア ム 「TeNQ」 は 、9 つ の エリ ア を 巡り な が ら 
最 先端 の サイ エン ス や 宇宙 か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 
受け た カル チャ ー を 楽し め る エン ター テイ ン メ ント ・ 
ミュ ー ジ アム で す 。 直 径 11 m の 大 き な 穴 が 開い た [シア 
ター 宙 | で は 、 国際 宇宙 ステ ーション か ら 見 下ろ し た 地 
球 の 実写 映像 な ど 迫 力 の 映像 を 、 宇 宙 か ら 眺 め る 感覚 
5G 楽 お GiG さ ま 96 


<ー・「JAXA's」 配送 サー ビス を ご 利用 くだ さい 。・- ヽ 、 
i ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ 「JAXA'S] を 
配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 
, 実費 を ご 負担 いた だ く こと に な り ま す 。 詳し く は 下記 
ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ きい 。 

1 http://www.jaxas.jp/ 
| 
| 
| 
1 
i 
1 


介 お 問い 合わ せ 先 

一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
広報 ・ 調 査 事業 部 「JAXA's] 配送 サー ビス 窓口 
TEL:03-6206-4902 
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この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 


広報 部 〒101-8008 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 4-6 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
御茶ノ水 ソラ シテ ィ メー ル サ ー ビ ス http://fanfun.jaxa.jp/media/mail/ 
TEL:03-5289-3650 FAX:03-3258-5051 JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jp/ 
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